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鶴宰治生誕96年記念祭 
6月19日 

太宰治がこの世に生を受けたこの日を祝

う記念祭が今年も行われ、芦野公園の文

学碑の前には、献花をする人の長い列が 

みられました。 	 ’ 
（平成11年、 「桜桃忌」から「生誕祭」へ改められる） 

目 次 × 
太宰治・斜陽館 	2'-' 3 
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もや焼きに挑戦 	 5 
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ヘルス‘インフォメ ション 	1タ 

今月の市民 

人口／64,356人（+29) 
男／30,304人（+6) 

女／34,052人（+23) 

世帯数／24,213世帯（+20) 

5 月31日現在（前月比） 
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撰

は
れ

て
あ

る

こ
と
の
 

読
み
継
が
れ
る
 

太
宰
の
作
品
 

'
 

作
家

・
太
宰
治

（
本名
／
津
島
修
治
）
が
確
立
し
残
し
た
文
学
は
、
没
後
5
7年
の
今
も

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。
 

「
青
春
時
代
、
誰
で
も

一
度
は
か
ぶ
れ
る
も
の
だ
」
と
言
わ
れ
る
太
宰
の
世
界
。
熱
狂

的
な
フ
ァ
ン
と
ア
ン
チ
が
存
在
す
る
の
も
、
作
風
に
独
自
色
が
強
い
こ
と
の
現
れ
で
あ
ろ

う
か
。
 

作
品
中
の
破
壊
的
な
登
場
人
物
と
重
ね
合
わ
せ
て
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
、
薬
物
中
毒
や

自
殺
未
遂
か
ら
無
頼
派
と
さ
れ
る
太
宰
。
た
だ
そ
れ
は
無
法
で
は
な
く
、
「
悦
惚
と
不
安
」
 

の
間
で
自
ら
の
在
り
方
を
求
め
続
け
た
軌
跡
で
、
そ
の
姿
に
人
が
ひ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
 

―略 年 譜― 

1909 明治42 当歳 6 月 19日に生まれる。 

1916 大正 5 7 歳 金木第一尋常小学校に入学、読書好
きで成績は優秀であった。 

1923 大正12 14歳 県立青森中学校に入学。 

1925 大正14 16歳 文筆活動活発になる。「 後の太閤 

1927 昭和 2 18歳 官立弘前高等学校文科甲類に入学。 

1930 昭和 5 21歳 東京帝国大学仏文科に入学。 

1933 昭和 8 24歳 初めて太宰治の筆名で「列車」を発表 
「魚服記」「思い出」と続く。 

1936 昭和11 27歳 「晩年」を刊行。 

1939 昭和14 30歳 「富獄百景」「女生徒」など刊行。 
井伏夫妻の媒酌で石原美知子と結婚 

1940 昭和 15 31歳 「走れメロス」を発表。 

1944 昭和 19 35歳 小山書店から「新風土記叢書」の一
冊として「津軽」の執筆を依頼される 
5~6 月、津軽地方を旅行。 

1945 昭和20 36歳 7 月 28日、妻子を連れ疎開、31日
に金木の生家にたどり着く。 

1947 昭和22 37歳 
38歳 

「ヴイョンの妻」を発表 
「斜陽」を発表 

1948 昭和 23 38歳 「桜桃」「人間失格」を発表。 6 月 13 
日、玉川上水に入水し世を去る。 
6 月 19日、奇しくも満 39歳の誕生
日早朝、遺体発見。 

ー生誕登に二「走hメロ三」k朗読す言みたか

観光ガイド協会の長田清さん（90歳） 
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定
重
要
文
化
財
 

八伯
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フ
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太
宰
治
が
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
家
と
 

知
ら
れ
る
斜
陽
館
。
多
く
の
人
が

「
行
った
こ
 

」
と
話
す
だ
ろ
う
…
で
も
、
も
う
一
度
訪
れ
時
 

け
、
何
か
自
分
な
り
に
再
発
見
す
る
の
も
い
い
。
 

ら
残
る
厚
さ
が
不
均
一
な
窓
ガ
ラ
ス
、
窓
越
し
に
 

ユ
ラ
ユ
ラ
水
中
の
よ
う
な
世
界
に
時
間
の
流
れ
を
 

。
決
し
て
目
立
た
ぬ
所
に
ま
で
施
さ
れ
た
寄
せ
木
 

、
施
主
と
棟
梁
の
こ
だ
わ
り
を
知
る
。
 

ブも勝（津軽三嚇絵館＋斜隠官） 
―般 高・大学生 小・叫推 

個 人 700円 500円 300円 
団 体 600円 400円 200円 

八
地
主

・
津
島
源
右
衛
門

（
太宰
の
父
）
が
建

設
t
明
治
4
0年
（
9
8年
前
）
竣
工
。
米
蔵
に
い
た
る
ま
で

圃
本

三
大
美
林
の
ヒ
バ
を
使
用
し
、
付
属
建
物
や
泉
水
を

翻
し

た
庭
園
な
ど
合
わ
せ
て
宅
地
約
6
8
0
坪
の
豪
邸
。
 

■入館料 ※団体害IJ はm名様以上
斜場館 

ー般 高・大学生 小・~ 
個 人 500円 300円 200円 
団 体 400円 200円 1 00円 開館時間 9時～ 17時 

休館日 	年末年始（1 2/29~ 1/3) 

お問い合せ 五所川原市金木町朝日山 412・1 
公 53-2O2O FAX53-2055 
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斜 陽 館 

「
和
2
5年
か
ら
は
旅
館
と
し
て
全
国
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン

が
訪
れ
る
観
光
名
所
と
な
り
、
平
成
8
年
に
旧
金
木
町
が

買
い
取
っ
て
現
在
の
記
念
館
に
至
る
。
 

麟から中庭を臨む＝＝一一一ー・～ 

個固《約創 



平
成
十
七
年
第
 , 

雨
森

康
夫

助
役
 

鳴
 
海

義
 
男
 
収
入役
 

平
成
十
七
年
第
二
回
定
例
会
が
六
月

九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
四
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
五
十
四
議
案
を

可
決
、
承
認
。
助
役
に
県
政
策
調
整
課

長
の
雨
森
康
夫
氏
、
収
入
役
に
旧
金
木

町
長
の
鳴
海
義
男
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
の
人
事
案
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

常
勤
監
査
委
員
H
大
野
欽
也
氏
 

議
会
選
出
監
査
委
員
H
島
津
典
明
市
議

会
議
員
 

教
育
委
員
H
阿
部
育
也
氏
、
高
松
隆
11
1
 

氏
、
木
下
巽
氏
、
北
沢
ア
キ
子
氏
、
木

村
吉
幸
氏
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
H
嶋
谷
敏
氏
、
 

佐
藤
政
一
氏
、
三
和
平
作
氏
 

人
権
擁
護
委
員
H
浅
見
則
昭
氏
、
丁
子

谷
勇
氏
 

定
例
会
e
初
日
に
成
田
市
長
は

「
こ

の
度
の
合
併
は
、
関
係
三
市
町
村
の
特

色
を
合
わ
せ
活
力
に
満
ち
溢
れ
た
当
地

域
な
ら
で
は
の
豊
か
な
ク
生
活
、
文
化
、
 

産
業
ク
の
創
造
を
図
り
つ
つ
、
真
に
住

み
良
い
新
市
の
建
設
を
目
標
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
達
成
に
向
け
て
市
民
の
交

流
・
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
 

と
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
 

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
合
併

し
た
11
1市
町
村
の
昨
年
度
当
初
予
算
の

合
算
と
比
べ
て
7
.
7
％
増
の
二
百
八

十

一
億
一
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

平成17年度の主な事業 

安全で快適な住みよいまち 

し小型動力ポンプ付積載車購入費 
	

&097千円 

〇防火水槽建設事業 
	

5,091千円 

〇交通整理員設置事業 
	

7,083千円 

〇西北五環境整備事務組合負担金 688,514千円 

〇ごみ収集・リサイクル推進事業 143,884千円 

〇ごみ減量化啓発事業 
	

2,175千円 

〇一般廃棄物処理施設建設事業 
	

532,202千円 

⑨雪寒機械購入事業 
	

6,513千円 

〇交通安全施設等整備事業 
	

14,116千円 

⑥（仮）スノーステーション建設事業 317,604千円 

〇松島団地市営住宅建替事業 
	

235,180千円 

健やかで潤いのあるまち 

〇養護老人ホーム運営事業 
	

126,613千円 

〇生活支援ハウス運営事業 
	

14,046千円 

〇障害者デイサービス事業 
	

4,350千円 

〇知的障害者支援事業 
	

411,703千円 

〇五所川原市子宝祝金事業 
	

15,100千円 

⑥五所川原老人福祉センター新築事業 46,897千円 

〇病院輪番制等運営費 
	

10,326千円 

〇乳幼児医療給付事業 
	

53,207千円 

〇出産費資金貸付事業 
	

11,040千円 

⑥戸籍電算システム導入費 
	

48,517千円 

活力と魅力のあるまち 

〇バイオマス推進事業費 
	

1,405千円 

〇計画転作促進事業 
	

9,618千円 

〇あおもり施設農業拡大対策事業 11,681千円 

〇あおもり「冬の農業」施設整備対策事業 7,980千円

〇青森県共同防除組織再編強化支援事業 1,731千円

〇農協経営基盤強化総合対策事業 3,780千円

⑥雪害における果樹被災園復旧対策事業 3,500千円

〇五所川原市航空防除組合補助事業 12,305千円 

〇中山間地域等直接支払事業 	37,091千円 

〇「立倭武多の館」運営費貸付事業 50,000千円 

次世代に誇りをもって引き継ぐまち 

〇中心市街地緊急地区土地区画整理事業 210,640千円

〇 3・4・ 3号漆川岩木町線整備事業 110,000千円

〇広田尻無線特定交通安全施設等整備事業 98,000千円 

〇南部地区土地区画整理事業 	216,000千円 

⑥中部26号線市街地駐車場整備事業 200,000千円 

⑥藤枝1線道路改良事業 	 18,300千円 

〇電線等撤去事業 	 45,950千円 

心豊かでたくましい人づくり 

⑨総合保育所施設整備事業 
	

232,495千円 

〇五所川原第一中学校建設事業 
	

858,595千円 

〇楠美家住宅活用促進事業 
	

228,414千円 

〇市内遺跡発掘調査事業 
	

7,827千円 

共に支え合う開かれたまち 

〇旧市浦村政施行50周年記念事業 6,700千円 

⑥地域審議会運営費 
	

257千円 

⑨行政連絡バス運行費 
	

1,511千円 

⑨は、新規事業及び一部新規 
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虫
お
ぐ
り
健
康
了
ヲ
ソ
ン大
会
 

練
習
の

成
果
を

競

い
 

心
地

よ
い

汗
を

流
す
 

六
月
十
九
日
、
第
十
六
回
虫
お
く
り
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
北
斗
運
動
広
場
で
行
わ
れ
、
 

約
四
百
五
十
人
の
選
手
が
種
目
別
に
普
段
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

競
技
に
先
立
ち
、
成
田
市
長
が
選
手
を
激

励
し
た
の
を
受
け
、
毘
沙
門
小
学
校
の
鈴
木

航
平
さ
ん

（5
年
）
が

「最
後
ま
で
頑
張
っ

て
走
り
ま
す
」
と
官
喜
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
3
.
 

2
血
か
ら
1
』
の
十
種
目
を
二
歳
の
幼
児
か

ら
七
十
八
歳
ま
で
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
走

り
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

善
意
の
花
か
ご
 

ー
どー
つ
も
あ
つ
がと
ー
つ
ご
ざ
い
琴し
に、
爾

一

つ
吐
ム
ニ
ー
届
吐
弱
義
へ広
、
 

〇
茶
道
裏
千
家
和
敬
会
（
江
渡
宗
成
会

長
）
H
四
万
三
千
百
二
十
円

（
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
茶
会
の
益
金
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
株
式
会
社
みち
の
く
銀
行
H
寄
贈
（
油

絵

・
井上
健
蔵
「
八
甲
田
」
）
。
 

8
0周
年
記
念
と
し
て
、
市
の
文
化
振

興
の
た
め
。
 

＠
中
央
小
学
校
・
市
立
凹
書
館
へ

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（乗

田
孝
一
会
長
）
H
寄
贈
（
中
央
小
学

校
へ
絵
や
文
章
に
よ
る
抽
象
的
認
知

セ
ッ
ト
等
教
材
七
万
円
相
当
、
市
立

図
書
館
へ
図
書
券
五
万
円
分
）
。
 

ふでに念’メタ外 
～ 一一一～ー～ 一一 一 

凹 

も
や
焼
き
に
挑
戦

H
一
 

、
市
浦
地
区
で
陶
芸
教
室
、
 

市
浦
地
域
教
育
力
体
験
活
動
推
進協
議
会
（
平
野
勝
彦
会

長
）
で
は
、
市
浦
地
区
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
、
学
校
が
休

み
の
土
曜
日
な
ど
を
利
用
し
、
市
浦
の
良
さ
を
体
感
し
て
も

ら
お
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を行
っ
て
い
ま
す
。
 

今
年
は

「
しう
ら
子
ど
も
教
室
」
と
題
し
六
月
十
一
日
に

脇
元
地
区
に
あ
る
老
人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

「
も

や
焼
き
陶
芸
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

「
もや
焼
き
」
と
は
地
元
にあ
る
「
も
や
山」
か
ら
命
名

さ
れ
、
今
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

参
加
者
は
十
五
名
で
、
講
師
の
市
浦
も
や
焼
き
ク
ラ
ブ
代

表

・
小
山
内
文
明
さ
ん
ら地
域
の
人
た
ち
が
熱
心
に
指
導
し

て
い
ま
し
た
。
 

子
ど
も
達
は
、
冷
た
い
ね
ん
どを
ム
ニ
ュ
ム
ニ
ュ
さ
せ
な

が
ら
思
い
思
い
の作
品
を
つ
く
り
、
三
回
ほ
ど
の
教
室
で作

品
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
 

入
館
者
3
0万
人
達
成
 

津
軽
三
味
線
会
館
 

津
軽
三
味
線
会
館
で
は
六
月
十
日
、
有
料
入
館
者
数

三
十
万
人
を達
成
し
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
四
月
の
開

館
か
ら
、
三
味
線
の
生
演
奏
や
歴
史
を
紹
介
す
る
展
示

室
を
訪
れ
る
入
館
者
数
が
毎
年
順
調
に
増
え
、
累
計
で

平
成
十
四
年
度
に
十
万
人
、
十
五
年
度
に
は
二
十
万
人
、
 

そ
し
て
約
五
年
ニ
力
月
で
三
十
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
 

公
民
館
の
高
齢
者
対
象
移
動
学
習
で
仲
間
と
と
も
に

来
館
し
三
十
万
人
目
と
な
った
山
内
チ
イ
さ
ん
（6
7歳

・

青
森
市
）
は
、花
東
と
市
の
特
産
品
セ
ッ
ト
の
贈
呈
を

受
け
、
 「
記念
に
な
っ
て
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
小
さ

な
頃
か
ら
三
味
線
が
好
き
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
施
設

と
聞
い
て
い
た
の
で楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

平成 17年 7 月 1日 五所川原市役所 合35- 2111 【h〕
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~半成~ノ年2月に大引き 

（された金額と同じ金額 
× 	 ノ ノ 

平成1 7*/AVIj薦保険櫛が菩毅己とま乙た 
平成17年度の第 1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料を、 

世帯（平成17年4月1日現在）の住民税課税状況と第 1 号被保険

者本人の所得確定に伴い、決定しました。 

65歳以上の方は、どなたでも下の表のいずれかに該当します。 

ただし、平成17年度 1年間は、旧3市町村の基準額に応じた保

険料率で賦課されますので、不均ー賦課となります。平成18年度

からは、第3期事業計画に基づき保険料率が改正され、保険料年

額及び納期については、統一されます。 

所得段階 対 	象 	者 
保 険 料 年 額 

五所川原地区 金木地区 市浦地区 

第 1段階 

・老齢福祉年金の受給者で、本人および世帯全員が住民

税非課税の場合 

・生活保護の受給者 

28,200 円 26,160 円 22,200 円 

第2段階 本人及び世帯全員が住民税非課税 42,300 円 39,240 円 33,300 円 

第3段階 本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合） 56,400 円 52,320 円 44,400 円 

第4段階 本人が住民税課税で合計所得が 200 万円未満の人 70,500 円 65,400 円 55,500 円 

第5段階 本人が住民税課税で合計所得が 200 万円以上の人 84,600 円 78,480 円 66,600 円 

◆特別徴収の方（第1号介護保険料が年金から天引きされる方） 

① 仮徴収期間～基本的に416・ 8月は前年度2月分の保険料額がそのまま仮徴収されます。 

② 本徴収期間～前年の所得等をもとに今年の年額保険料を算出し、年額から4・ 6・ 8月の仮徴収額を 

差し引いて調整された金額を10・ 12' 2月に振り分けて本徴収されます。 

① 仮 徴 収 ② 本 徴 収 

4月 6月 8月 10月 12月 2月 
'
～、

～ 

 1/  

／年額から4月～8月までの仮徴収× 

×
分を引いた金額を3で割った金額 ノ 

I◆普通徴収の方（第1号介護保険料を納入通知書で支払う方） 

平成17年度は不均一賦課のため、各地区の納期については、下記のとおりとなります。 

納 付 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

五所川原地区 第 1 期 第2 期 第3期 第 4 期 第 5期 第 6 期 第 7 期 第8期 第9期 

金 木 地 区 第 1 期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 

市 浦 地 区 第 1 期 第2 期 第 3期 第4期 

《介護保険料は、介護をみんなで支え合うための大切な財源です》 

聞い合わせ先 介謝冨祉課公35-2111 （内線）271 -275／金木総合支所福祉係公53-2111 （内線）1鉛／市浦総合支所福祉係公62-2111（内線）肥 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 17年 7 月 1 日 6 



市
民
プ
ー
ル
開
き
の
お知
ら
r
 

ス
ポ
ー
ツ健
康
課
 

容
（5
3)
21
1
1
 
内
線
3
1
3
 

身
体
障
害
者
の
 

無
料
巡
回
診
査
 

家
庭
福
祉
課
 
内
線
2
4
4
 

7
月
社
知
ら
均
 

【
今月
の
相
談
日
】
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
o
7
 

●

7
月
1
4日
困
 
1
0時

ー
1
2時
 

●

7
月
2
8日
困
 
1
3時

ー
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
行
政

・
人
権
合
同
相
談

合
（5
3)
21
1
1
 内
線
1
2
6
 

●

7
月
2
0日
困
 
1
0時

ー
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
 

⑥
人
権
相
談
 

合
（6
2)
21
1
1
 内
線
1
6
 

●

7
月
8
日
岡
 
1
0時

、
1
5時
 

市
浦
総
合
支
所
 
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
 

◇
相
談
員
 
人権
擁
護
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

合
（
3
4)
2l
o
8
 献（3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家

庭
や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
痴
呆
や

介
護
の
問
題
な
ど
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

7
月
8
日
国
・
2
6日
因
 
1
3ー
1
4時
 
 

●

7
月
8
日
岡
1
8
月
2
8日
同
 

午
前
の
部
 
9
時

ー
1
2時
 

午
後
の
部
 
1
3時

ー
1
6時
4
5分
 

※
天
候
等
に
よ
り
遊
泳
が
で
き
な
い
と
 

き
は
休
館
と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
 

都
合
に
よ
り
時
間
変
更も
あ
り
ま
す
。
 

一
 
 農

産
物
加
工
品
直
売
会
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地元
の
梅
で
作
っ
た

梅
漬
け
、
と
う
ふ
、
み
そ
、
新
鮮
野

菜
や
そ
ば
も
ち
な
ど
。
 

北
地
方
直
産
の
日
 

西
北
地
方
農林
水
産
事
務所
農
業
振
興
 

課
北
地
方
直
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
 

事
務
局
合
（3
4)2
1
1
1
 内
線2
3
6
 

北
は
中
泊
町
か
ら
南
は
板
柳
町
ま
で
、
 

北
五
地
域
で
と
れ
た
野
菜
・
花
・魚
介

類
な
ど
の
農
林
水
産
物
、
及
び
そ
の
加

工
品
等
を
販
売
し
ま
す
。
 

●

7
月
1
7日
回
 
8
時
3
0分

5
1
5時

道
の
駅
「
鶴
の
里
ある
じ
ゃ
」
 

巡
回
診
査
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
の

方
々
に
医
学
的
判
定
を
行
い
、
併
せ
て

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 

①
身
体
障
主暑
手
帳
の
交
付
を
受
け

る
た
め
診
査
を
必
要
と
す
る
方

②
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
、
等
級

の
変
更
を
必
要
と
す
る
方
 

③
補
装
具
の
交
付
・
再
交
付
ま
た
は

修
理
を
必
要
と
す
る
方
 

④
生
活
・
医
療

・
施
設入
所
等
の
相

談
を
希
望
す
る
方
 

※
症
状
等
に
よ
っ
て
そ
の
場
で
の
判
定

が
困
難
な
場
合
は
、
医
療
機
関
で
の

診
査
と
な
り
ま
す
。
 

※
平
衡
機
能
障
害
、児
童
（1
0歳
未
満
）
 

の
聴
覚
障
害
診
断は
除
き
ま
す
。
 

※
こ
の
ほ
か
、詳
細
は
家
庭
福
祉
課
障

害
福
祉
係
ま
で
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
診
査
科
目
及
び
日
程
・
会
場
 

・

聴
覚
障
害
 

7
月
6
日
困
 

・

肢
体
不
自
由
 
7
月
1
3日
困
 

受
付
 
8
時
4
5分
5
1
1時
 

診
査
及
び
相
談
 
9
時
3
0分

5
1
2時
 

会
場
 
中
央
公
民
館
 

◇
持
参
す
る
も
の
身
体
障
害
者
手
帳
 

（
所
持
者
の
み）
、健
康
保
険
証
、
老
 

人
受
給
者
証
（
所
持者
の
み
）
、印
鑑
 

障
害
児
療
育
基
礎
講
座
 

青
森
県
立
あ
す
な
ろ
学
園
 

公
0
1
7
(7
8
1
)0
1
7
4
 

献
o
l
7
(7
6
6
)4
3
9
6
 

障
害
児
に
関
わ
る
幼
稚
園

・
保
育
所

の
保
育
士
、
養
護
学
校
等
の
職
員
を
対

象
と
し
た
講
座
で
す
。
本
講
座
に
関
心

の
あ
る
市
民
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

7
月
2
6日
因
 
1
0時

5
1
5時
 

青
森
市
西
部
市
民
セ
ン
タ

ー
 

受
講
無
料
 

◇
講
師
 
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
 

言
語
聴
覚
士
、
指
導
科
職
員
 

◇
申
込
方
法
 
7
月
1
2日
因
ま
で
に
 

電
話
ま
た
は
F
A
X
く
だ
さ
い
。
 

（
定員
5
0人
に
な
り
次
第
締
切
）
 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
 

受
給
資
格
の
更
新
に
つ
い
て
 

家
庭
福
祉
課
 

内
線
2
4
9
 

金
木
総
合
支
所
 

内
線
1
3
0
 

市
浦
総
合
支
所
 

内
線
3
4
 

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
等
の
健
康
の

維
持
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
県

の
助
成
を
受
け
て
市
が
医
療
費
の
助
成

を
す
る
制
度
です
。
 （
所
得
制
限あり
）
 

●

対
象
者
 

・

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
及
び
父
母
の

い
な
い
児
童
（
1
8歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で
）
 

・

右
記
の
児
童
を
扶
養
す
る
父
ま
た
は
 
 

母
（
た
だ
し
、
 一
医療
機
関
ご
と
に

月
千
円
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
）
 

⑨
更
新
手
続
き

（
既
に受
給
し
て
い
る

方
）
持
参
す
る
も
の

・
・
①
保
険証
ま

た
は
保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
対
象
者
全

員
分
）
 
②
印
鑑
 
③
平
成
1
7年
度

所
得
課
税
証
明
書

（
申
請者
及
び
申

請
者
と
同
居
し
て
い
る
人
全
員
分
）
 

④
養
育
費
の
取
り
決
め
や
そ
の
受
領

状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
（
平
成
1
6
 

年
分
）
 

◇
更
新
手
続
期
間
 

7
月
1
日
国

ー
1
5日
圏
 

◇
更
新
手
続
場
所
 

・

家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係
 

・

金
木
総
合
支
所
 

・

市
浦
総
合
支
所
 

※
更
新
の
届
出
が
な
い
と
、
8
月
分
以

降
の
医
療
費
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
各
窓

口
で
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑨
新
規
申
請
手
続

（
新
規
の
方）
持
参

す
る
も
の
…
①
住
民
票
（
同
居
し
て

い
る
人
全
員
分
）
 
②
保
険
証ま
た

は
保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
対
象
者
全
員

分
）
 
③
印
鑑
 
④
平
成
1
7年
度
所
 
日

得
課
税
証
明
書
（
申
請
者
及
び
申
請
 

川
 

鷲
鍵
報
蘇
）
畑』
 

況
を
確
認
で
き
る
書
類
（
平
成
1
6年
 

成

分
）
 
平
 

※
新
規
申
請
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
7
 

●

7
月
1
3日
困

・
「
 
 
日
困
 

1
1時
4
5分

5
1
3時
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福
祉
の
仕
事一
日移
動
相
談
 

弘
前
福
祉
人
材
バ
ン
ク
 

客
0
1
72
(3
6)1
8
3o
 

消
防
本
部
か
らお
知
ら
せ
 

予
防
課
 
合
（3
5)
2
ol
9
 

内
線
 
2
2・
2
3
 

一
 

第
5
6回
五
所
川
原
花
火

会
「
有
料
観
覧

席

場
券
」
販
売
開
始
 

五
所
川
原
商
工
会
議所
 

容
（3
5)
21
2
1
 

〔給付の概要〕 

国 	保 社 保 等 

乳 児 
入院・外来 

（現物給付） 
入院・外来 

（償還払い） 

1歳児 入院・外来（償還払い） 
2歳児 入院・外来（償還払い） 
3歳児 入院‘外来（償還払い） 
4歳児 入院（償還払い） 
5歳児 入院（償還払い） 
6 歳児 入院（償還払い） 

乳～6歳児 入院時食事療養費標準負担額（償還払い） 

今
年
も
夏
祭
り
の
前
夜
祭
と
し
て
花

火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
花
火
を
ゆ

つ
く
り
ご
観
覧
い
た
だ
く
た
め
に
 「
有

料
観
覧
席
入
場
券
」
の
販
売
を
開
始
し

ま
す
。
当
日
、
会
場
で
も
購
入
で
き
ま

す
が
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
事
前

の
お
買
い
求
め
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

◇
花
火
大
会
 
8
月
3
日
困
1
9時
3
0分

岩
木
川
河
川
敷

「
北斗
グ
ラ
ウ
ン
ド」
 

◇
右
料
席
券
（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
付
き
）
 

1
人
3
0
0
円
（
小
嘗
」
一
以下
無
料
）
 

◇
販
売
 
五
所
川
原
商
工
会
議
所
 

不
動
産
取
得
税
の
軽
減制
度
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
 

課
税
課
 
客
（3
4)2
1
1
1
 

内
線
2
1
2・
2
1
3・
2
1
4
 

不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新
築
・

増
改
築
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
、
土
地

や
家
屋
を
売
買
・
贈
与
な
ど
で
取
得
し

た
と
き
に
一
度
だ
け
課
税
さ
れ
る
県
の

税
金
で
す
。

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

住
宅
や
そ
の
住
宅
用
地
を
取
得
し
た
場

合
、
不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
課
税
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
乳
幼
児

医
療
費
給
付
制
度
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
5
 

市
で
は
、
o
歳
か
ら
6
歳
児
（
小
学

校
入
学
前
ま
で
）
を
対
象
に
乳
幼
児
の

保
健
及
び
出
生
育
児
環
境
の
向
上
の
た

め
、
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

の
方
に
対
し
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
対
象
 
0
歳
か
ら
6
歳
児
を
養
育
し

て
い
る
保
護
者
の
方
で
、
平
成
1
6年

分
の
所
得
が
制
限
限
度
内
の
方
 

※
現
物
給
付
…
医
療
機
関
で
保
険
診
療

費
の
支
払
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

償
還
払
い

…
医
療
機
関
で
一
度
支払

い
、
後
で
還
付
の
申
請
を
行
う
（
償

還
払
い
の
申
請
時
に
は
、
保
険
証
、
 

印
鑑
、
保
護
者
の
方
の
通
帳
、
保
険

医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
が
必
要
）
 

◇
期
間
の
更
新
に
つ
い
て
 
乳
幼
児
の

誕
生
日
の
翌
月
が
更
新
の
期
間
と
な
 
 

り
ま
す
（
た
だ
し
、
1
日
生
ま
れ
の

場
合
に
限
り
誕
生
月
の
更
新
）
。
更

新
が
遅
れ
る
と
無
効
期
間
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
更
新
を

行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
更
新
時
に
は
受
給
資
格
証
、
 

保
険
証
、
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
集
落
座
談
会

を
開
催
し
ま
す
 

農
業
委
員
会
 
内
線
4
4
4
 

農
業
委
員
会
で
は
、
 「地
域
の
世
話

役
」
と
し
て
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
要
望

を
お
聞
き
し
、
き
め
細
や
か
に
応
え
る

た
め
、
座
談
会
（
意
見
交
換
会
）
を
開

催
し
ま
す
。
 

※
1
9時
か
ら
概
ね
1
時
間
3
0分
。
 

旧
五
所
川
原
市
の
上
記
以
外
の
地
区

に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
対
象
地
区

以
外
の
方
で
も
参
加
は
自
由
で
す
。
 

福
祉
の
職
場
で
働
き
た
い
方
を
対
象

に
、
就
職
相
談
、
福
祉
人
材
登
録
や
福

祉
資
格
の
取
得
方
法
な
ど

一
日
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
事
前
申
込
み
不
要
。
 

●

7
月
1
2日
因
 
9
時

5
1
5時

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ

ー
 

受
講
生
募
集
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
援
助
課
 
公
（

3
7)3
2
o
1
 

L
・
ーn
u
xサ
ー
バ
ー
構
築
技
術
 

●

7
月
2
5日
囲
ー
2
8日
困
 

4
日
間
 
9
時
3
0分
ー
1
6時
3
0分

◇
対
象
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
者
や
こ

れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
バ
構

築
に
携
わ
る
方

（
定員
1
0人
）
 

◇
受
講
料
 
8
0
00
円
（
4
日
間
）
 

ー
ス
ト
ア
ド
プ
ロ
シ
ー
ジ
ャ
 

」
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ー
 
 

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
 

●

7
月
1
4日
困
・
1
5日
園
 
2
日
問

◇
会
場
 
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
対
象
者
 
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
防
火
対
象
物
（
学
校
・
病
院
・
店

舗
等
）
で
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
遂
行
で
き
る
管
理
的
、
監
督
的

立
場
に
あ
る
方
 

◇
受
付
 
7
月
7
日
困
ま
で
 

（
土
‘
日
を
除く
）
 

※
受
講
申
請
書
等
は
、
消
防
本
部
予
防

課
、
金
木
消
防
署
及
び
市
浦
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

受
付
し
て
く
だ
さ
吐
 

，
消

防
設
備
士

試
験
 

●

試
験
日
 
8
月
2
8日
⑨
 

◇
会
場
 
県
立
保
健
大
学
（
青
森
市
）
 

◇
受
付
 
7
月
1
9日
因
5
2
8日
困

消
防
設
備
士
試
験

事
前
講
習
 

期 	日 蛇麟組区 場 	所 

7 月 19 日因 中川地区 /
 セュ一

 
一
ア

」
  

こ
、
力
ノ
 

コ
ン
 
ニ

中
  7 月 27 日困 七和地区 コ ミ ュニテイ

ハウス原子 

8 月 10 日困 金木地区 金木公民館 

8 月 29 日囲 嘉瀬地区 
喜良市地区 

嘉瀬消防コミュ
ニテイセンター 

9 月 2 日岡 市浦地区 、
こタ
 

イ
，
 

セ
 

コ、
ノ
 
ュ

一
 
ニ

市
 
テ

浦
  9 月 9 日団 飯詰地区 コミコ一ニテイセ

ンター飯詰 

●

7
月
2
8日
困
 
四
目
寺
 

（
共
通法
令
）
 

2
日
間
 
9
時
3
0分
ー
1
6時
3
0分
 

7
月
2
7日
困
 
1
3時

5
1
7時
 

◇
対
象
 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
 
（

構
造
、
整
備
等
）
 

ム
開
発
に
従
事
す
る
方
（
｛
貨
8
人
）
 

7
月
2
8日
困
 
9
時

5
1
7時
 

◇
受
講
料
 
7
5
oo
円

（2
日
間
）
 
父
本
場
 
青
森
県
教
育
会館
（
青
森
市
）
 

※
両
セ
ミ
ナ
ー
と
も
、
会
場
は
青
森
職
 

◇
受
付
 
7
月
8
日
（
金）ま
で
 

業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
、
申
込
締
 
※
申
込
書
等
は
、

最
寄
り
の
消
防
署
及
 

切
が
7
月
1
5日
岡
1
6時
。
 

び
消
防
本
部
予
防
課
に
あ
り
ま
す
。
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ロ 

ン
 

建
設
業
労
働
災
害
防止
協
会
青
森
県
支
部

北
五
建
設
会館
 
容
（訪
）
2
4
3
8
 

五所川原警察署 容35-2 141 金木警察署 合53-21 17 
もうすぐ子どもたちが楽しみにしている夏休みに入ります。夏休み中は祭りや宵宮、海・山でのキャンプ等に

出かける機会も多くなります。このような中、子どもたちは開放感や生活のリズムの変化から、深夜俳個や家出、 
万引き等の非行に走ったり、思いがけない犯罪に巻き込まれる危険性が増大します。 

子どもたちが安全で楽しく有意義な夏休みを過ごせるよう、次の点に気をつけ、家族はもちろん地域ぐるみで
少年を非行や犯罪被害から守りましょう。 

	ノ 

夏休み期間には、性的ないたずらを目的として、車を

利用して子どもたちを誘ういわゆる声掛け事案や、強引

に車に連れ込もうとする連れ去り未遂事案が増加する傾

向にあります。 

日頃から、子どもたちには 

・知らない人の誘いや車には乗らない 

・声をかけられても不用意に車に近づかない 

・危険を感じたら大声で助けを求めたり防犯ブザー等を鳴らす 

・車のナンバーを覚える（メモする） 

ことを指導しましょう。 

地域ぐるみで不審者・不審車両に気を配り、子どもた 

ちを犯罪被害から守りましょう。 

2．子どもに対する声掛け事案に注意を 1．子どもの変化に注意し、親子の対話を 
子どもの外泊が頻繁になったり、買い与え

たはずのない品物を持っている等は非行のサ

インと見られます。子どもの行動、友人関係、 

所持品に気を配るとともに、日頃から会話を

持ち、子どもの抱える悩みや問題に目を向け

ましょう。 

女子中高生の場合、携帯電話の出会い系サ

イト等を利用して、見知らぬ男性と付き合っ

ているうちに、性犯罪や殺人事件等の 

凶悪犯罪の被害者になった例もあります。 

「安易な行動は危険がいっぱし、」である

でとを認識させることが大切です。 

9 平成 17年 7 月 1 日 五所川原市役所 合35- 2111 

嗣
屍
ザ
 J

 

あ
し
ゆ

ま
る
フ
ェ

ス
タ
 

か
で
で
 
2
o
o
5
 

N
PO
法
人
子
ども
ネ
ッ
トワ
ー
ク
・
 

す
て
っ
ぷ
 

容
（
斜
）2
1
7
o
 

子
ど
も
市
・
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ

・

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
・
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
子
ど
も
が
主
役
の
お
祭
り
で
す
。
 

思
い
っ
き
り
遊
び
ま
し
ょ
う
ー
・
 

●

7
月
1
0日
同
 
9
時
3
0分

5
1
5時

南
小
学
校
体
育
館
・
食
堂
 

◇
テ
ー
マ
 
「
あ
そ
びの
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
 

※
入
場
無
料
。
当
日
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
方
募
集
中
ー
 

五
所
川
原
甚
句
踊
り
 

（
盆踊
り
）
講
習
会
 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会
 

公
（
糾
）7
5
o
4
 山本
 

毎
年
お
盆
時
期
に
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
五
所
川

原
甚
句
踊
り
大
会
（
盆
踊
り
大
会
）
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
大
会
に
向
け
盆
踊

り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
男
女
年
齢
間
い
ま
せ
ん
。
 

●

講
習
会
 
（
初
心
者
大
歓
迎
）
 

7
月
1
6日
田
 
1
0時

5
1
2時
 

7
月
1
7日
回
 
1
5時

5
1
7時
 

7
月
1
8日
（月
・
祝
）
 
1
3時

5
1
5時

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
 
ス
タ
ジ
オ
 

r
※
事
前
申
込
み
不
要
。
受
講
料
無
料
。
 
 ①

地
山
の
掘
削
作
業
主
任
者
技
能
講
習
 

会
 
7
月
1
4日
困
ー
1
5日
岡
 

②
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者
技
能
講
 

習
会
 
7
月
2
1日
困

5
2
2日
岡
 

※
受
講
料
な
ど
詳
細
は
事
務
局
ま
で
。
 

平
成
1
7年
度
第
2
学
期
（
1
0月
入
学
）
 

「
教
養
学部
生
」
・
「
大
学
院
修
士
科

目
生
」
・
「
大
学
院
修
士
選
科
生
」
及

び
平
成
馨
佐
区
「
大
学
院修
士
全
科
生
」
 

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

●

出
願
期
間
 

・

教
養
学
部
、
大
学
院
修
士
科
目
生
、
 

大
学
院
修
士
選
科
生
5
8
月
3
1日
困
 

・

大
学
院
修
士
全
科
生
 

8
月

2
5日
困
5
9
月
1
4日
困
 

※
募
集
要
項
は
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
0
 

◇
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
 

〒
o
3
61
8
5
6
0
 

弘
前
市
文
京
町
1
（
弘前
大
学
創
立
 

5
0周
年
記
念
会
館
内
）
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ

ー
 

※
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
 

ht
tpミ
重
押
斤
a
ir・a
c・
」
又hp
 

2
0
0
5
五
所
川
原

世

界

薪
窯

大

会
 

実
行
委
員
会
 
雪
（
2
9)3
3
5
0
 

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
9
カ
国
か

ら
陶
芸
家
1
8名
が
参
加
し
、
作
品
を
製

作
展
示
し
ま
す
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
製
作
を
公
開
し
ま
す
。
皆
さ
ん
多

数
の
お
越
し
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

7
月
1
日
岡
5
3
1日
回
 

津
軽
金
山
焼
窯
場
 

「
どな
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

j
 

津
軽
半
島

観
光
力
ジ
ュ

ア
ル
フ
ォ

ー
ラ
ム
 

事
務

局
 
合
（
昭
）o
4
1
1
 

『
津
軽
半
島
の
通
年
観
光
の
 

可
能
性
を
探

る
 

5
商
人
プ
ロ
か
ら
人
集
め
を
学
ぶ
』
 

お
気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
H一
 

●

7
月
1
7日
回
 
1
3時

5
1
5時
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル

入
場
無
料
 

パ
ネ
ラ
ー
…
青
森
県
文
化
観
光
部
長

・

加
賀
谷
久
輝
氏
、
日
本
銀
行
青
森
支

店
長

・
清
水
紀
男
氏
、
五
所
川
原
街

づ
く
り
開
副
社
長
・
山
崎淳

一
氏
、
 

株
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ァ
営
業
本
部
長
・

野
宮
直
仁
氏
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
津
軽
地
吹
雪
会

代
表
（
観
光カ
リ
ス
マ
）角
田
周
氏

主
催
…
津
軽
半
島
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 ×

 

放
送
大
学
学
生
募
集
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
 

公
o
l
7
2
(3
8)o
5o
o
 



子育ては地域のみんなの手を二！ 

フアミリでサポートセンタヲ

活動紹介 

五所川原市 × 五所川原市 

お姉 

◇
 

アップルビーフフェスティnil) 
ご来場お待ちしています 

りんごジュース搾りかすを飼料にして農場独自に 

生産したアップルビーフに感謝の意を込めてアップ 

ルビーフ謝肉祭を行います。 

日 時 7月 9 日田 10時～15時（無料） 

場 所 弘前大学・金木農場（五所川原市金木町芦野雛） 

〇謝肉・バーベキュー 「梅え～ アップルビーフ 

で豊かな盃を交わそう」 (10時～) 
〇金木農場 アップルビーフ販売 

〇弘前大学と金木町のオリジナル商品販売 

〇家庭でも使う農機具・道具の展示販売会 

〇太宰治著「津軽」にある金木農場のポイント散策 

〇金木高校三味線演奏（13時～) 

〇閉祭（15時） 

主 催 弘前大学 

後 援 圧所川原市 

図 国飼が5⑩お知ら恒ン 
開館時間 7 月の休館日 

五所川原市立図書館
合34 一 4334 

9 時 30 分～ 18 時 
（土・日は 17 時まで） 

毎週月曜日 
19日因・21日困 

伊藤忠吉記念図書館
合53 一 3049 

9 時 30 分～ 17 時 
毎週月曜日 
19日因・21日困 

市 浦 分 館
公 621 2111 9 時 30 分～ 17 時 

毎週土・日曜日 
18日囲・21日困 

7月のおはなし会 テーマは「水」 
7 月 16 日（土） 13時 30 分～ 14 時 30 分 

オルテソシア 7月の催物案内’ 
ふるさと交流目民セソg一 合33-2111 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

6 水 校内芸術鑑賞〈崩「鵬日業品校〉 13 : 00 関係者 

7
  

木 
新規高等学校卒業予定者
合同職業講話会 14 : 00 関係者 

9 土 
オルテンシア無料開放 

10 : 00 
13 : 00 
15 : 00 

無 料 
10 日 

23 土 
五所川原高等学校吹奏楽部
第 26 回定期演奏会 14 】 00 前売 3(X）円

当日 300 円 

24 日 チャリテイーカラオケみちのく 13: 00 前売 500 円
当日 500 円 

26 火 
第 29 回 日本ピアノコンク 
ール五所川原審査会 10 : 00 無 料 

30 土 第 29 回全国高等学校総合
文化祭 郷土芸能部門 

9 : 30 
無 料 

31 日 9 : 30 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

6 水 西北五 9条の会 結成総会 18 : 30 関係者 

9 土 
オルテンシア無料開放 

10 : 00 
13 : 00 
15 : 00 

無 料 
10 日 

14 木 平成 17 年度防火管理者資
格取得講習 

9 :15 
関係者 

15 金 9 : 05 
16 土 ピアノ教室発表会（古川ビアノ教室〉 13 : 00 無 料 

17 日
  

映画上映 
「ふたりはプリキュア・ 

マックスハート」他 

．
 
‘
 

・
 
 

1
3
1
5
  

5
0
5
5
  

1
1
1
1
  

0
1
3
4
  

当日 
中学生～大人 

900円 
2才～小学生 

8叩円 

30 土 第 29 回全国高等学校給合
文化祭 郷土芸能部門 

9: 30 
無料 

31 日 9 : 30 
※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 

-- -ご罵『包ノ 
中央公民館 容35-6O56 

⑨家族で映画を楽しむ会 ～7月 

思いやりの心と人のぬくもりを伝える愛の物語「源

吉じいさんと子ぎつね」、 「日本昔ばなし」 より「こ

がねの斧」 「七タさま」 「河童のあまごい」 「舌切

り雀」他をお楽しみ下さい。 

◇日 時 7 月23日田 10時～11時30分（無料） 

⑥市民講座参加者募集 

◇日 時 7月 6 日困 10時30分～12時（無料） 

◇演 題 「仏像の見方」 

◇講 師 大橋行博先生（前五所川原高等学校副校長） 

金木公民館 公53-358 1 

⑨太宰を語る月例会 

◇日 時 7月20日困 19時～ 

◇場 所 金木公民館 

1. 「初公開」太宰ハガキについて 

・書簡解説 津島廉造先生 

2．太宰治と中畑慶吉氏 

⑥「親子ふれあい教室」参加者募集 

◇日 時 8月 7 日（日） 9 時30分～11時30分 

◇会 場 金木公民館 

◇講 師 野呂茂樹先生（板柳町沙年少女発明クラブ会長） 

◇内 容 「マジックは科学」 

①科学マジックのなぞときをしよう 

②からくりおもちゃを作ろう 

◇持ち物 筆記用具、はさみ、ペットボトル（51IXJn 程度） 

◇材料費 300円 （親子1組） 募集人員 30組 

◇申込締切 7 月22日岡 

左I〕“ら増田峻也（し‘ん蔑）くん 6歳と鮪香奈‘（ゆか働ミちゃん 
7歳、提供会員宅の長女奥山愛子（あいこ）さん14歳 

お母さんが夜勤の時、峻也くん備香奈ちゃんの兄弟は

奥山さん宅にお世話になています。面倒見のよい提供者

宅の長女愛子さんは引っ張りだこ！しつけよりも何より

も安心して過ごせる空間を！ 

家庭保育のあたたかさが笑顔からあふれ出ています。 

随時会員募集 合35-8953 

時
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クマは本来、臆病な動物で、刺激しない限りー方的に攻撃してくることは 

ありませんが、人と突然出あったときに驚いて攻撃してくることもあります。 
まずは、少しでもクマに出あわないですむような心がけをすることが大切です。 

ー難クマに出あわないために 	 それでもクマに出あってしまったら 

寄クマの出i{,情報存隼める 	 晋遠くにクマを見つけたら 

新聞記事やテレビ、あるいは地元の人、市役 	あわてすtっと立ら云リよしよつ。入Pコ包山

所や警察からクマの出没情報を集め、危険な場 したり、石や棒を投げることはクマを興奮させ 

所に近づかないようにしましょう。 	 るだけです。 

守早朝やタ方、霧の深い日は入山しない 	 資クマがこちらに気づいたら

このような時間帯、天候では、ク又か活発に 

行動するので危険です。 	 ほとんどの場合、クマは立ち去ります。 

守音を出しながら歩こう 	 守クマが近づいてきたら 

クマは音に敏感です。なるべく複数で話しな 	できるだけゆっくり、その場から後退しまし

がら歩いたり、鈴やラジオなどの音でこちらの ょう。恐怖にかられ逃げたくなるのは当然ですが、 

存在を知らせましょう。流れが激しい沢、風雨 犀編7マの足は人間よりずっと速く、背中を見せて

の強いときや霧の濃いときは、クマに人の存在 g響逃げると本能的にこれを追う習性があるため、 

が伝わりにくいので危険です。 	 もっとも危険と言われています。 

守クマのフンや足跡、食べ跡を見つけたら 

クマが近くにいる可能性があります。すく。馴 	そばに必ず親グマがいます。親グマは子グマ 

き返しましょう。 	 を守ろうとするのでとても危険です。 

× 	 ノ 

下雄可gl詔奪ふ 保健センター金木 
と全Ed以どどZと！ノ U 容(53)21 11 内線156 

金木地区総合健診を、次のとおり実施します。 

⑨申し込み方法 各地区の保健協力員が全世帯に申し込みをとりに

伺います。その後、保健協力員を通して、または郵送で健診受診票

をお届けします。保健協力員が伺わない場合等は、保健センター 

に直接電話で申し込むこともできます。受診票のない方は受診で

きませんので、ご注意ください。 

注1)70才以上の方、生活保護世帯の方、非課税世帯の方は無料です。 
注2）対象者の年齢は、平成 18年3月 31日現在の満年齢です。 

年齢に達していない方は、今年度より受診できませんのでお気を 
つけください。 

注3）今年度は、平成 18年3月 31日現在の年齢が、偶数年齢の方が対
象となります。 

健 診 日 程 

月 	日 場 	所 

8月 12 日！劃 川 倉ふれあ いセ ン タ 一 

8月 22日囲 
ー 金 保 健 セ ン タ 	木 

8月23日因 

8月 24日困※ 嘉瀬消防コミュニテイセンター 
※ 8月24日のみ、子宮がん・乳がん
検診はありません。 8月 25日困 

8月 26日岡 喜良市消防コミュニテイセンター 

8月 29日囲 
保 健 セ ン タ ー 金 木 

8月 30日因 

健 診 種 類 内 	容 対 象 者 注2) 料 金注1) 受付時間 

基本健康診査 
肝炎ウイルス検診 

身体計測、血圧測定 
検尿、心電図、血液検査 
眼底検査、医師診察 40歳以上の男性・女性 

肝炎ウイルス検診は節
目年齢 
(40、45, 50、 55W. 60、 65.70) 
の男性・女性 

1,000円 

6時 30分 
l 

9時 

胃がん検診 バリウムで胃エックス線撮影（透視） 2,500 円 

大腸がん検診 
スライドに便を塗るだけの手軽な便潜血
反応検査 

1,000 円 

肺がん検診 
胸部のエックス線撮影 
必要により略疾検査 

無 料 

子宮がん検診 
頚部細胞診 
必要により体部細胞診 

20歳以上の女性 2,000 円 

11時 30分 
1 

12時 30分 乳がん検診 

① 6O 歳以上は隔年注3）でマンモグラフイのみ実施

② 40~ 59 歳までは隔年注3）で視触診とマンモグ

ラフイの併用実施 

③ 30~ 39 歳までは視触診とマンモグラフイ（医

師の指示で必要者）の併用 

30歳以上の女性 
（ただし 40歳以上の方 
は 2年に1回）注3) 

1,500 円 
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費 k二ご 二蒸 
五所川原地区 健康推進課 
金木地区 保健センター金木 T53一2111（内線1弘・155・156) 
市浦地区 保健セソター市浦 ”27 刀昭 

あなたも 
作ってみませんか 

テ マ 工コ  クッキング ⑥ 

五所川原市食生活改善推進員会 

"" 

、 

時 間 場 
	

所 期 日 

9 :30~ 11:00 県合同庁舎前（警察署となり） 7月29 日（金） 

病気の相談、心の相談、血圧測定、健診結果の見方

など保健師が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方
はご持参ください。 

地区 開 	催 	場 	所 開催日程 開催時間 

五
 
所
 
川
 
盾
 

森 	の 	家 

7月 8 日（金） 

10:00-'-12:00 
北 新 集 会 所 12: 30-'- 13: 30 
しきしまコミュ二テイセンタ― 13: O0-' 15:00 
保健センタ一五所川原 

7月13 日（水） 

10:00-'-12:00 
コミュ二テイセンタ一飯詰 10: 30~12: 00 
コミュ二テイセンタ一中川 10: 30H2: 00 
新 宮 集 会 所 13: 00-'- 15: 00 

m
  姥 落 集 会 所 7月 14 日（木） 10:30-12:00 

高野文化センタ― 
7月15 日（金） 

10: 00-'- 12: 00 
中 泉 公 民 館 13: 00-- 14: 00 

金
木
 

金木東部コミュ二テイセンター 7月14 日休） 10: 00-'- 11:00 
大東ケ丘コミュニテイ消防センタ― 7月 15 日徐） 10: 00-'- 11:00 

市
一
 

磯 松 公 民 館 
7月26 日（火） 

10: 00-'- 11: 00 
十 三 公 民 館 13:30-'- 14:30 

浦 も 	や 	会 	館 7月27 日休） 10: 00-'- 11: 00 

乳 幼 児 健 診 
☆市浦地区 
◆場 所‘保健センター市浦（ピンコロ館） 

◆開催日時】7 月 15 日岡 
◆受付時間】12 時 15 分～ 12 時 30 分 

◆持参するもの I 母子健康手帳、バスタオル 

◆主な内容．診察、身体計測、発達・育児相談、栄養相談等 

◆対 象 . 平成 16年7月1日～平成 17年4月 30日生まれ 

※今回は乳児健診の中で、市浦中学校 3 年生が赤ちゃ 

んとふれあい体験を行う「母と子のふれあいセミ 

ナー」が実施されます。受付時間が普段と異なりま 
すので、ご注意ください。 

みんなの健康教室 

〔茶がらのかき揚け 〕 

■材料（4人分） 

茶がら 	30g 	人参（皮）・・・40g 
しいたI月軸・・・2枚分 

みつば 	8 本 

小麦粉 	60g 	卵黄 	1 個 

サラダ油 	適宜 	レモン 	適宜 

粉山根 	適宜 塩 	適宜 

■作り方 

①えびは殻をむき、背わたをとり 4 等分に切る。 

②人参・しいたけは千切りに、みつばは 1 .5 セ

ンチに切る。 

③茶がらはレンジで乾燥させる。 

④①・②・③・を混ぜて小麦粉 30 g をまぶす。 

⑤天ぷらの衣（冷水 25cc に小麦粉 30 g・卵黄 

1 個分）を作る。 

⑥④・⑤をつけ、ー口大にして 180 度の油で揚げる。 

⑦塩に粉山根を混ぜ、熱いうちに振りかける。 

工コ・クッキングとは、料理を作ることを通

じて、排水やゴミ対策などの環境にやさしいふ

るまいを考えることです。ー度しかお茶を出し

ていないお茶がらなら、揚げ物や和え物に混ぜ

てみましょう。風味が増し、いつもと違うおい

しさを楽しめます。 
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◇日 時・・・I月 22 日‘套 13 時～ 14 時 

◇場 所・・・保健センター五所川原 3F 
◇テーマ…糖尿病・早期発見で合併症を予防しよう廿 

◇講 師…封馬史博先生（駅前クリニック） 
◇主 催・・・」ヒ五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のこ案内（バス巡回） 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

7月 3日 日
  

永田小児科内科医院 ッ谷 549 - 7 34- 5611 

7月10日 B
  

安斎レデイスクリニック ーッ谷 536 - 18 33 - 1103 

7月17日 日
  

かねひらクリ二ック 旭町 55-2 35 一 3167 
※ 1．対応時間（電話で確認）9 時から 17 時まで 

2．その他、消防署（救急病院紹介公翼 4999）でも紹介します。 

土, 
uJ 

なn 
入u 

に 
ン 

” 	 広報では五所川原の市域を次のように明記します。 

“ 旧五所川原市→五所川原地区 	旧金木町→金木地区 	旧市浦村→市浦地区 

R』 三三」古紙配合率100% 
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